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神奈川県立総合教育センター長期研究員研究報告書21:25～30.2023 

個が問いをもてる社会科の授業づくり 

－ 地域教材（資料・事実・人）との出会いを通して － 

竹岡 祥子¹ 

小学校社会科において、問いをもつためには、児童が身近な地域（社会的事象）に目を向け、そのよさを知り、
興味・関心を育むことが重要であると考えた。本研究では、児童が自らの問いをもてるようにするために、地域教
材（資料・事実・人）との出会いを工夫することで、個が問いをもつための有効な手立てとなるのかを検証した。 

はじめに 

中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学

校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要

な方策等について（答申）」（2016 以下、「答申」

という）では、小学校社会科の課題として「課題を追

究したり解決したりする（中略）授業が十分に行われ

ていない」ことを指摘している。具体的には、「課題

把握」「問い（課題）の設定」「課題解決に向けた構

想」により、社会との関わりを意識して課題を追究し

たり解決したりする活動の充実が求められている。さ

らに「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して」

（中央教育審議会 2021）では、個々の児童の興味・

関心等に応じた異なる目標に向けて、学習を深め、広

げる「学習の個性化」の必要性が指摘されている。 

そこで、児童一人ひとりが、社会的事象に対して興

味・関心を向け、その学びを自覚し、見通しをもって

取り組む力を育むことが重要と考えた。これらの実現

のために、児童と地域教材との出会いに着目し、児童

自らが個の問いをもち社会的事象と関わることができ

るように導く授業づくりを追究することが、社会科の

課題解決の一助になると考えた。 

研究の目的 

社会科入門期の３年生が、地域へ興味・関心を向け、

一人ひとりが個の問いをもちながら、学びを深める社

会科の授業において、問いの様相を分析し、地域教材

との出会いの工夫の有効性を検証する。 

研究の内容 

１ 研究の背景 

(1) 所属校の実態から

学校教育目標は「自然や地域・社会と共に 学び

合い高め合う 心豊かで健やかな児童の育成」（酒匂

小学校 2022）である。自分の住む地域を知り、地域

の一員としての自覚をもち、地域への関わり方を児童

自身が判断・選択していくことと結び付いている。 

ところが、所属校教員への聞き取り調査では、授業

に地域教材は取り入れやすいが、「人材や社会的事象

を取り入れた授業の計画が立てづらい」「コロナ禍に

よる活動制限」などに課題があった。 

児童対象の調査では、「社会科が好き」と回答した

児童は、95％以上だった。また、「好き」な理由（自

由記述）として、主に地域の店の人にインタビューし

たり、家族も知らないことを知り、家で話すのを楽し

みにしたりすることを挙げている。身近な地域につい

て体験を通して実感を伴いながら理解することを経て、

好きという思いがうまれていることがわかった。 

(2) 地域教材の必要性

学習指導要領の中学年の目標では、「地域社会に対

する誇りと愛情，地域社会の一員としての自覚を養う」

（文部科学省 2017 pp.11-12）とある。加えて、内

容の取扱いについての配慮事項として、「各学校にお

いては，地域の実態を生かし，児童が興味・関心をも

って学習に取り組めるようにする」(同 p.141)と明記

されている。児童が何気なく生活している地域を教材

化する利点は、そこへ何度も足を運び確かめることが

でき、自分の生活と結び付けて考えやすいことである。

３年生は、前年の生活科で地域をいかした学習活動を

展開しており、地域教材は関心をもちやすい。さらに、

西川（2022）は「現実の社会的事象を教材とする社会

科は、児童生徒の社会的事象に対する思いや考えも教

材となる」と述べている。「発見」や「疑問」などで

地域との接点を作り単元構想にいかすことで、地域社

会の一員としての自覚を養うことにつなげられる。 

(3) 個の問い

ここでは、近藤（2014）の「一人ひとりの子どもが

創り出すものとしての『問い』」を参考に問いをもつ

ことができる授業を構想する。田爪（2019）は「子ど

も自身が自分の学びの姿を理解しながら、自ら学びを

進めることが重要」とし「自己調整力」の必要性を述

べている。児童が問いをもったと自覚するために、自

１ 小田原市立酒匂小学校 教諭 



 

- 26 - 

己の振り返りを大切にしていく。児童の発した問いに

教員が丁寧に価値付ける支援により、自己の問いの価

値に気付き、さらに自身の学びのよさを自覚できるよ

うにしていく。 

 

２ 研究の仮説 

 

 

 

 

 

３ 仮説に関わる手立て 

本研究の問いの定義は、次のとおりである。 

 

 

 

 

 

(1) 地域教材との出会いについて 

児童が、問いをもち、主体的に社会的事象と関わる

ために「なぜだろう」「知りたい」と興味・関心をも

てるような三つの地域教材との出会いを設定する。次

の視点で教材化し、出会いを工夫する（表１）。 

表１ 地域教材との出会いについて 

資料との出会い 
事実を確かめる 

出会い 
人との出会い 

・意外性 

・ずれが生じる 

・自分の常識と違う 

など 

・可視化 

・何気なく見ている 

 

など 

・その人の思い、願い 

・その人の苦労、苦心 

・感動や憧れ  

など 

(2) 問いをもつための手立て 

ア 親しみやすい言葉を用いる 

問いは授業において、なぜだろうを「？(はてな)」

とし、驚きや発見を「！(びっくり)」と表現する。こ

れらを解決しようとする目的意識をもつことで、「調

べてみたい」「伝えたい」などの段階に進めるように

する。 

イ ワークシートに書くことで意識付ける 

ワークシートには、「知りたい」「なぜだろう」と

いうような具体的な問いと調べてわかったことなどを

記述する。１枚のワークシートに一つの問いを書くよ

うにする。 

ウ 学習カードで自己の振り返りを行う 

児童が自らの学びを自覚したり、見通しをもったり

するために振り返りをする。学習カードは、自己調整

を行うための視点（①「問い」の自覚、②③解決の自

覚）で４件法による評価を行う。記述欄には、「問い」

「解決への気付き」「達成感」などを書くように促す。 

 

４ 検証方法 

仮説を基に、質問紙調査及び検証授業を行い、次の 

(1) 質問紙調査 

「好き」と感じる要素を分析し、質問紙調査をする

ことで、社会的事象への興味・関心を知るための手立

てとすることができると考えた。「好き」を表す概念

を構成する要素は、福谷ら（2021）の「社会科学習動

機づけ尺度」を参考に「意欲」「把握」「有用性」

「必要感」 に大別した（表２）。 

事前・事後調査の結果を比較して、児童の社会科に

対する意欲と単元で扱う社会的事象の把握の広がりを

分析・考察する。なお、研究では、３学年、一単元の

扱いのため、「意欲」「把握」に絞った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) ワークシートと学習カードの自己評価と記述 

振り返りのための学習カード(４件法)とワークシー

トの記述から児童の変容を分析・考察する。 

 

５ 検証授業 

【期 間】令和４年９月21日(水)～10月18日(火) 

【対 象】小田原市立酒匂小学校 

第３学年２クラス(45名) 

【単元名】まちを火事から守るくふうを見つけよう 

【時 数】９時間 

(1) 単元について 

本単元は、全９時間３次構成となっている（表３）。

児童が興味・関心をもって社会的事象と関わり、問い

をもてるようにすることをねらいとし、三つの地域教

材との出会いを設定した。また、個が問いをもてるよ

うにするための支援は、①児童が記述した問いへの肯

定的なフィードバック ②見学（個）から、まとめ

（学級全体）までの学習の流れを意識した単元の構成 

③まとめでの板書の構造化・教室掲示とした。 

ア 資料『消防年報2022』（小田原市消防本部 2022） 

『消防年報 2022』によると、消防車の出場（火災・

誤認・救助等）は、訓練等を除いて 3,106 回、通報か

ら消火活動開始までの時間は15～25分程度とされてい

る。一方、全焼件数は８件であり、出場回数と比べ、

ずれがある。それにより「全焼の火事を起こさないた

めの秘密があるはずだ」と、単元を貫くめあてを設定

し、学習の見通しをもてるようにした。 

イ 地域（学区）消防設備調べ（フィールドワーク） 

児童にとって地域の消防設備は、身近にあってもそ

の存在に気付いていないものに当たるだろう。事前学 

社会科入門期において身近な地域教材（資料・

事実・人）との出会いを工夫すれば、児童が個の

問いをもつことができるだろう。 

 

社会的事象に出会ったときの発見や疑問を一

人ひとりの「問い」とする。（例）「なんだこれ

は！」「どのように使うの？」 

 

 

表２ 「好き」を表す概念を構成する要素と事前・事

後アンケート項目 

 
好
き
を
表
す
概
念 

意欲 

もっとやりたい 「問い」をもっている 

【質問①】社会科では、いつも？（はてな）や 

！（びっくり）をもつことができる 

【質問②】学校で社会科をもっと勉強したい 

把握 
知ることが楽しい 知っていることがある 

【質問③】安全を守ることを知っている 

有用性 家の人に話したくなる 

必要感 普段の生活に役に立つ 

 

方法でデータを収集した。 
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習では、通学路にある消防設備の写真資料を提示する

ことで、問いがもちやすくなると考えた。まず、写真

の消防設備を探すことで、自分の身の回りにたくさん

の消防設備があることを気付けるようにする。さらに、

自分の問いを自分で確かめることは、実感を伴いなが

ら理解するよさにつながる。また、事後学習ではフィ

ールドワークの成果を皆で大型地図にまとめ、地図を

作る達成感も味わえる授業展開にした。 

ウ 消防団・消防署への見学・取材

消防団・消防署の見学と、その役割に携わる人への

取材を行う。消防設備を調べてわからなかったことを

専門家に聞くという体験を通して、活動の意味やその

人の思いを直に感じ取れるようにした。学びの場を地

域の消防団から小田原市の消防署へと発展させ、児童

の視野を徐々に広げることで、問いがもちやすくなる

と考えた。 

６ 検証結果の分析と考察 

(1) 児童は、問いをもてたのか

ア 三つの出会いの工夫から

(ｱ) 資料との出会い

地域の『消防年報 2022』を基に消防車の出場件数な

どを３択クイズ形式で提示した。児童は、これらから

単元を貫くめあてを立てることができた。そして「消

防士さんが早く駆け付けて火を消しているのかもしれ

ない」「パトロールをしているのではないか」と予想

し、消防士に思いを寄せている児童が多くいた。しか

し、児童は「消防の仕事をする人＝消防士」という印

象が強く、個の問いを立てるには至らなかった。 

(ｲ) 事実を確かめる出会い

フィールドワークの前に、学区の消防設備の写真を

複数提示したことで、児童は「そういえば見たことが

ある」「○○の近くではないか」などとつぶやき、具

体的な場所を想起していた。消防設備探しに加えて、

「何個」「どこに」などの個の問いをもてたので、明

確な活動のめあてができた。さらに、消防設備探しで

児童は、保護者ボランティアの力を借りて、「細い道」

「家が多い」「広い道路」などの周囲の様子を観察し 

 

 

 

 

 

 

 

 

た。それが、大型地図にまとめる際に「可視化」の役

に立った。また、大型地図は、話し合うときの根拠と

なり、教室に掲示しておくことで活動を振り返る手作

り地域資料として活用できた。 

地域に出て事実を確かめたことから、「その場で解

決しきれなかったこと」「見えてきたからこその新た

なはてな」が次の問いになった。さらに、教員が人と

の出会いを予告したことで新たな問いもうまれた。次

はその役割に携わる専門的な知識がある人に、詳しく

話を聞きたいという気持ちが高まった。 

(ｳ) 人との出会い

ａ 消防団との出会い

 まず、学校の前にある身近な地域消防団員に、活動

の様子や設備についての話を聞いた。消防団という特

別な役割がある人と出会い、普段は見られない詰所の

見学や消火栓を開けてもらえた場面では、わくわくし

た様子で覗き込んでいる児童が多かった。そして、消

防署との関係を聞き、地域を守ることは、消防士だけ

の役割ではないことを知った。学習カードには「普段

は違う仕事をしていることがわかった」「そういえば、

防波堤で見かけたことがある」などの記述があった。

また、消防団の取材で全て解決できないことを実感し

た児童もいた。これらが、「火事が少ない秘密は、消

防士さんの工夫があるからだ」という単元を貫くめあ

てにつながり、新たな問いを立てることに役立った。 

ｂ 消防署での出会い 

消防団との出会いで、消防士に会いたいという思い

がますます高まり、全員が解決したい問いをもち小田

原消防本部へ出掛けた。実際に出動の様子を見たこと

で児童の意欲が高まった。庁舎では、着装室や消防車

両の工夫を体感した。児童は、「家が多い所は、やっ

ぱり消火器が多い」と調べたことを確かめたり、救助

活動の苦労を聞いたりし、消防士に思いを寄せていた。 

イ 児童の変容から

児童Ａ（以下、Ａという）の様子から問いの変容を

考察する。Ａは、一時間目の振り返りで、人的被害は

どうだったかと記述した。また、消防設備調べでは、

「（何がどこにあるのか）とりあえず見に行く」と漠

表３ 単元指導計画 
次 第１次 第２次 第３次 
時 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 
日 ９/21 ９/26 ９/29 10/３ 10/５ 10/13 10/18 

出
会
い 

資料との出会い 
クイズ・写真 

消防年報2022 

消防設備写真 

事実を確かめる出会い 
フィールドワーク（学区） 

消防設備 
消防団見学の予告 

人との出会い① 
消防施設見学・取材（学区） 

小田原消防第17分団 

消防団員 

人との出会い② 
消防施設見学・取材（小田原市） 

小田原消防本部 

消防士 

目
標 

「消防年報 2022」で具体的な火

災件数を知り、学習の見通しを

もつことができる 

地域（学区）の消防設備を調べ、消

防設備の役割を知ることができる 

学区の消防施設である消防団を

調べ、消防団の役割を知ること

ができる 

消防署の施設を見学

し、様々な取組や工夫

を知ることができる 

今の自分にできそう

なことを考えること

ができる 

学
習
活
動 

・「消防年報 2022」を基に小田原

市の消防に関わる調べ学習の見

通しをもつ 

・消防設備写真から、自分が調 

べてみたいことを考える 

・学校周辺の消防設備を探す 

・探してきた設備を共有し、学区の 

消防設備はどのようなものがある 

のか大型地図にまとめることで、

理解する 

・消防団に携わる人を予告で知る 

・消防団の倉庫を調べる 

・消防団員へインタビューする 

・調べてきたことを学級でまと

め、学区の消防設備はどのよう

なものがあるのかを理解する

・消防署を見学する 

・消防士へインタビュ

ーする

・小田原の消防の仕組

みについて理解する

・今までの学習を振り 

返り、まちを火事か

ら守る様々な取組や

工夫を確認する 

・今の自分にできそう

なことを考える 
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然とした問いを立てた（表４）。 

表４ 児童Ａの問いの変容と単元の振り返り 
出会い 問い 

資料 
全焼が８件でよかったな。でも「火事で死んじゃった

人はどのくらいいるのだろう」と思って怖いです。 
事実を 

確かめる 
・（何がどこにあるのか）とりあえず見に行く 

消防団 
・なぜ火事が起きたら煙が出るのか 

・消防団の人は近所だけですか 

消防署 ・消防士と警察は、本当につながっているのか 

単元の振り返り 

 なるべく火事の場所から離れている電話ボックスで通報する。

迷子になりそうなくらいに遠かったら、近くの知っている場所に

逃げる。近すぎるのもだめ。人の話をちゃんと聞く。 

単元のまとめでは、教員の「今の自分たちにできる

ことを考えよう」という問いかけに、はじめは「でき

ない」と即座に反応した。しかし、「できることがあ

るかも」という他の児童の声から全体的な学習を振り

返り、周りの考えを聞くことで「自分は声が大きいか

ら人を呼べる」と気付き、考えを変えた。Ａには、火

事は恐ろしいものという思いが一貫してある。消防施

設調べのまとめで、電話ボックスで通報できることを

知り、地図を基に家からの距離を考え始めた。消防署

見学では、消防署と関係機関の連携について関心を示

した。単元の振り返りでは、火元との距離を考えなが

ら通報することと命を守ることができそうなことと考

えた。具体的な問いをもって活動したことで、考えが

深まったことがわかった。 

ウ 学習カードの自己評価・ワークシートから

児童の意欲が高まった場面について、学習カードの

振り返りにおける自己評価の変化の推移を調べた。

「知りたいことはわかりました」の項目では、消防署

見学で自己評価を上げた児童が全体の 35％と前時と比

べて大きく上昇した。反面、まとめの自己評価は、前

時と比べ、いずれも下がった（図１）。 

図１ 「知りたいことはわかりましたか」自己評価の 

推移 

これは、解決しなかった問いやまとめから生じた新

たな疑問が児童にあり、わからなかったことが意識化

されたものであると、学習カードの記述から読み取る

ことができた。まとめの授業では、体験的活動を基に

関係機関のつながりや意味を考えるなど、思考を働か

せる活動が多い。このように体験から思考への活動を

繰り返すことで、個が問いを立てやすくなった。 

また、「？・！をもつことができましたか」の項目

の消防署見学で、自己評価を上げた児童が全体の 25％

と上昇した。さらに、変わらないという評価の内訳に

おいて児童は、問いをもてたという肯定的な評価をし

ている。つまり、92％の児童が個の問いをもって学習

に臨んだ自覚があったことが読み取れる（図２）。 

図２ 「？・！をもつことができましたか」自己評価 

の推移 

 ここで、消防署見学で意欲が下がったと自己評価し

た児童が８％いたことに注目したい。これには、次の

ような理由が、見学の様子から見取ることができた。

ある児童は見学で集めた多くの情報を一人では整理し

きれなくなっていた。また、問いのワークシートを複

数書いて見学した児童は、自分の問いに対してわかっ

たことをカードに書くまでに至らなかった。  

 消防団と消防署それぞれの見学におけるワークシー

トの問いの数を比べると 1.4 倍に増加した。問いをも

って消防士に話を聞きたいという思いの高まりが表れ

ている。しかし、問いの数が増えた一方で、解決した

問いの数はほぼ同数であった 

（表５）。ここから、発達段

階的に全ての情報を一人では

解決しきれないこと、確かめ

たい問いが見学やまとめを経

て、自然に精査されたことが

うかがえる。 

図３ 三つの場面の「？・！をもつことができました

か」への回答の比較 

それぞれの出会いをし、自分の問いを書いた日の学

習カード「？・！をもつことができましたか」では、

問いをもったと自覚した児童が増えた（図３）。  

児童は、調べたことを学級でまとめる活動を通して、

情報を整理し、事象同士を関連付けて考え、さらなる

問いをもつことができた。その際、教員の「何がわか

ったか」「つまり○○とは」などの問いかけや発表内

表５ ワークシートの

数の比較

枚数 
解決 

した枚数 

消防団 

見学 71 59 
消防署 

見学 99 60 
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容を順序立てて掲示する工夫が、児童の理解の向上に

役立つことがわかった。 

エ 事前・事後アンケートの結果から

事前・事後アンケートでは「？・！をもつことがで

きる」という項目で、全体を通して肯定的な回答を維

持している（図４）。 

図４ 「？・！をもつことができる」のアンケートの 

回答の比較 

さらに肯定的な回答の内訳では、「そう思う」と十

分な満足を感じている児童が36％から49％に増加して

いる。この変化から、三つの出会いは、児童の社会的

事象への興味・関心を引き出し、個が問いをもつこと

に有効な手立てであったと考える。 

図５ 「学校で社会科をもっと勉強したい」のアンケ 

ートの回答の比較 

 「学校で社会科をもっと勉強したい」という項目で

は、肯定的な回答の変化はほとんど見られなかったが、

「そう思う」の回答は64％から77％に向上し、学校で

社会科を学ぶ意欲が高まった（図５）。しかし、「そう

思わない」の回答は、事後０％に減少したものの、

「どちらかといえばそう思わない」の回答は９％であ

った。否定的な回答の割合はほぼ変化がなく、そのよ

うに回答したのは、事前・事後アンケートとも同じ児

童だった。今後も興味・関心をもてるような学習を継

続することで、児童を支援していくことが望ましい。 

(2) 問いの変化

問いを解決し、新たな問いがうまれた過程では、そ

の質に変化が見られた。児童の問いを「答申」の別添

３-５より、視点をいかした問いの例と本単元の評価

規準を参考に分類した（表６）。「何個」「どこに」

という問いから、「なぜそこにあるのか」「誰が使う

のか」などの意味を考える問いや「消防団とは何か」

などの役割を意識した問いが増え、自分の身の回りへ

視野が広がっていることがわかった。調べてわからな

かったことへの問いに加え、119 番通報や現場に早く

駆け付ける仕組みに関わるものへの問いが増えている。 

消防団員から

直に話を聞いた

ことは、問いの

内容の広がりに

つながった。例

えば「消防士は

仕事なので、日

常はどのように

過ごしているの

か」「火事を防 

ためにパトロールをしているのか」「消防団員は酒匂

では 30人。小田原市内の消防士は 1000人くらいでは

ないか」などである。消防団の見学が基になり、知り

たいことがより具体的になった。このことからも、問

いの広がりがわかる。このような問いの変化は、学び

の充実につながったと言えるだろう。 

(3) 個の学びから

問いのもち方は、個によって違うこともわかった。

学級で考えることによって、価値のある問いかどうか

を考え始めるきっかけとなっている。自分が考えた問

いを調べたり、友だちの話を聴いたりしていくうちに、

解決・精査する姿が見られた。 

 児童Ｂ（以下、Ｂという）は、消防署でわかったこ

とを確かめる際「消防車が８台もありました」と発言

した。この「も」には、資料との出会いで市内の消防

車が 19 台と紹介されたことから、“８台は多い”とい

うＢの予測が含まれている。そこから、「そうだった」

「19 台のうちの８台って大体半分だね！」「消防署は

５つあるんだよね」「ここに８台って多くない？」と

つぶやく児童がいた。何気なく使っている言葉を教員

が取り上げたことで、Ｂの発言から他の児童たちは数

に注目し、小田原市全体へ視野を広げることができた。 

 児童Ｃは、消防団見学の予告で「消防団とは何か」

「分団長さんは、普段何をしているのか」という問い

を立てた（９/29）。見学当日の学習カードの「？・！

をもつことができましたか」の振り返りでは、自己評

価を問いを立てた日の２（どちらかといえばそう思わ

ない）から１（そう思わない）としている（10/３）。

また、ワークシートに記述は少なかった。次時のまと

めでは、「山火事に関係している」と発言し、友だち

の発言にも「そうだった！」「本当？」と反応してい

た。ワークシートには記述を付け足し、自己評価も上

げている（10/５）（表７）。 

表７ 「？・！はもつことができましたか」児童Ｃの

自己評価の変容（４件法・４「そう思う」１「そ

う思わない」） （ ）内は前時からの変化 

9/21 9/26 9/29 10/3 10/5 10/13 10/18 
４ 欠席 ２ 1（↓） 3（↑） 4（↑） 4（↑） 

表６ 学習カードとワークシー

トの問いの変化 

主な記述 
出現数 

消防施設調べ 

教員の予告 

消防団見学 

まとめ 

調べたことに関わるもの

（消火器・消火栓など） 65 39 
人に関わるもの 

（消防団員・消防士） ５ ７
仕組みに関わるもの 

（役割など） ７ 27 

消防車に関わるもの  22
その他 ３ ３ 

＞ 

＜ 

＜ 

＝ ぐ 
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このことから、見学当日は本人の中で情報があふれ

てしまったと考えられる。情報のまとめの時間で整理

し理解を深め、自分が見知ったことに意味付けができ

たのだろう。体験によって印象付けられたことが共有

の場で価値付けされ、意味理解につながっていること

がわかる。その後の消防署への問いは、単元を貫くめ

あてに立ち戻って考えた結果、知りたかったのはこれ

だったと、完結に向けて思考を働かせていた。事前・

事後アンケートも、問いをもつことに対して、１（そ

う思わない）から４（そう思う）に評価を上げ、初め

て出会うことに問いがもてるとしていた。 

 

研究のまとめ 

 

１ 成果と課題 

 本研究では、児童が問い（疑問や驚き・発見など）

を創り出すことをねらい、社会的事象と主体的に関わ

れるようにした。そのために、地域教材（資料・事

実・人）との出会いを工夫し提示したことは、それぞ

れの出会いで個が問いをもつための有効な手立てとな

った。さらに、児童自らが学習に見通しをもつことに

もつながっていった。 

本単元では、問いの質が消防設備の存在・確認など

から消防に関わる意味・役割・展望へと変化していっ

た。それぞれの出会いを学級で共有したことで、同じ

体験をしているのに感じ方が違う友だちがいることに

気付き、さらに考えを広めたり深めたりすることがで

きた。今後は、問いを解決する過程において、個の問

いの広がりや深まり、解決しきれなかった問いへの次

の手立てを追究していく必要があると考える。 

また、資料との出会いにおいて、具体的な数値を用

いた資料提示をしたが、単元の最後に全焼件数が表す

意味やその背景を考える必要性を感じている。提示す

る資料は、単元指導計画を踏まえて慎重に吟味すべき

である。 

 

２ 今後の展望 

今回は資料・事実・人との出会いから問いを立てた

が、身の回りに多くの素材があるので、社会科におけ

る４年間を見通し、学年の育ちに応じ常に個が問いを

もつための工夫を取り入れていくことが望ましい。 

筆者は、教材化のための地域取材を通して、消防に

関わる様々な出会いをした。そこでの感動や視点を授

業にいかし、児童と地域をつなげることができた。今

後は、教材化した地域とのつながりを学校全体で共有

し、いつでも誰でも利用できるような仕組みをつくっ

ていくことで、社会科指導が充実するだろう。児童が、

地域の一員として社会参画意識をもてるような指導の 
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